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二
、
百
貨
山
跡
誌
の

L

札
場

z

ぺ
批
判
お
よ
び
修

E
そ
の

三
、
消
費
米
保
護
の
立
場

七
、
批
判
お
よ
び
修
正
そ
の
こ

峰
、
枇
命
的
機
能
の
JV一場

八
、
和
九
州
市
官
制
試
案

一
、
小
責
底
救
演
の
立
場

百
貨
厄
法
の
制
定
は
今
や
避
〈
べ
か
ら
、
さ
る
枇
合
情
勢
に
あ
る
も
の
¥J

椋
で
あ
る
。
，
b
H

々
も
ま
た
必
十
し
も
こ

の
法
の
制
定
に
反
劃
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
併
し
今
日
ま
で
に
後
表
せ
ら
れ
た
多
数
の
法
案
の
中
に
は
、
枇
命
日

公
正
上
よ
り
見
て
徐
り
に
も
極
端
な
る
立
訟
を
意
同
せ
る
も
の
も
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
法
案
に
劃
す
る
批
剣
ま
に

は
反
調
論
の
中
に
も
、
か
う
る
極
端
な
る
訟
案
を
唯
一
の
劃
象
と
し
て
論
議
す
る
も
の
も
少
く
な
い
。
こ
の
種
の

反
劃
論
は
、
穏
健
中
正
な
る
立
法
案
に
劃
し
て
は
、
有
力
な
る
棋
擦
を
有
し
得
ゴ
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
そ

の
稽
健
中
正
な
る
百
貨
山
地
法
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
如
何
な
る
見
地
に
か
い
て
立
案
せ
ら
れ
、
如

何
な
る
枚
撮
に
お
い
て
主
張
さ
れ
得
る
か
、
こ
の
機
舎
に
お
い
て
一
曜
の
考
察
を
加
へ
た
い
左
問
中
ふ
。



何
よ
り
も
根
本
的
な
問
題
は
、
百
貨
庖
法
制
定
の
旧
制
本
的
見
地
に
あ
る
。
即
も
百
貨
庖
法
は
如
何
な
る
見
地
ま

た
は
伺
者
の
立
場
か
ら
、
何
を
目
標
と
し
て
制
定
さ
れ
ん
と
し
つ
〉
あ
日
る
か
、
ま
た
制
定
き
る
べ
き
か
と
言
ふ
問

題
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
就
て
多
〈
の
法
案
は
必
や
し
も
自
己
の
立
場
を
明
確
に
意
識
し
て
は
ゐ
な
い
が
、
併

し
立
案
者
の
枇
合
的
・
客
観
的
存
在
は
、
多
く
の
場
合
そ
の
法
案
の
様
本
的
鬼
地
を
必
然
的
に
規
定
す
る
こ
主
〉

な
る
。

い
ま
現
賓
に
問
題
L
」
さ
れ
て
ゐ
る
諸
法
案
の
立
場
に
就
い
て
見
る
に
、

お
よ
そ
失
の
三
つ
の
立
場
が
直
別

さ
れ
る
様
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、

明
一
位
小
資
庇
秋
岬
刊
の
立
場
で
あ
名
。
今
日
す
で
に
接
表
さ
れ
て
ゐ
る

H
貨
問
法
案
は
動

い
じ
討
に
ト
J
ヘ
ノ
刊
村
立
日
立
札

川つ一
h
F
r
h川
心
作
竹
&
目
ψ
市
ト
罰

た
る
商
脂
A
M
H

輔
盟
の
提
案
に
係
る
・
も
の
は
勿
論
、

そ
の
他
白
方
面
か
ら
提
案
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
も
‘

』，
•. 

、

多

d
rトイ

責
庖
救
稗
の
立
場
に
あ
る
も
の
、
多
い
の
は
、
こ
の
法
案
の
曜
成
き
る
冶
に
至
っ
た
吐
合
経
漕
情
勢
よ
り
来
る
必

然
の
結
果
で
あ
る
。
却
ち
法
案
の
最
初
に
唄
は
れ
た
昭
和
七
年
は
、
世
界
恐
慌
と
解
禁
恐
慌
の
二
重
の
襲
来
に
加

ふ
る
に
、
百
貨
庖
お
よ
び
産
業
組
合
の
著
し
き
進
出
と
な
り
、
小
責
底
窮
迫
の
最
も
甚
だ
し
か
っ
た
時
代
で
あ

る
。
百
貨
底
も
ま
た
多
少
は
買
上
減
退
を
来
た
し
つ
う
あ
っ
た
け
れ

E
も
、
そ
の
程
度
に
お
い
て
は
一
般
髄
稗
界

こ
と
に
小
責
庖
の
打
撃
に
比
較
し
て
殆
ん

E
問
題
と
な
ら
や
、
最
還
の
躍
進
時
代
に
先
だ
っ
数
年
聞
は
、
相
封
的

に
は
殆
ん
ど
百
円
、
府
令
盛
時
代
を
現
出
し
て
ゐ
七
。
之
と
顛
著
に
封
照
さ
せ
ら
れ
た
小
寅
庇
の
窮
迫
は
、
回
よ
り

種
々
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
百
貨
庄
の
繁
栄
よ
り
来
る
打
撃
も
ま
た
決
し
て
些
少
で
は
な
か
っ

た
。
こ
の
事
貨
は
何
人
も
卒
直
に
認
め
る
所
で
あ
石
。

か
く
の
如
き
情
勢
に
於
て
成
立
し
七
百
貨
庖
法
案
が
、
多

百
貨
庖
法
の
制
定
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百
貨
府
法
自
制
定

第
四
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一
一
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丹、

戸、

第
六
競

五
六

分
に
小
貰
庖
救
済
の
意
味
を
有
つ
べ
き
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
立
場
に
出
殺
す
る
法
案
は
、

ま
に
必
然
に
百
貨
広
陛
遁
法
案
の
内
容
を
有
つ
こ
と
〉
な
る
。
現
に
一
部
の
法
案
の
中
に
は
、
極
端
に
百
貨
応
を

腰
誼
し
そ
の
帥
営
業
ぞ
抑
庫
せ
ん
と
す
る
立
固
さ
へ
窺
は
れ
る
の
は
此
の
故
で
あ
る
。

五
口
冷
は
こ
の
立
場
に
も
ま
た
一
腹
の
根
擦
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
如
何
に
骨
利
企
業
の
自
由
競
争
を
是
認
す

る
今
日
の
一
枇
命
日
と
雌
も
、

E
大
な
一
資
本
の
轡
利
の
に
め
に
、
幾
千
百
の
闘
民
が
そ
の
生
業
を
奪
は
る
と
せ
ば
‘

-Z
を
そ
の
ま
に
〉
に
放
任
し
と
げ
が
文
な
い
と
は
考
へ
ら
礼
い
な
い
。

岡
氏
多
批
の
生
業
の
た
め
に
、

百
a'r」

F

H

り
↑
J
仕
民

ρ

r
4
a
a
r
t
J
d
h
f
レ
一
ノ
h
k
u
F
4
号、

考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
併
し
な
が
ら
小
寅
庖
救
掛
の
に
め
に
百
貨
居
座
遁
を
立
法
し
た
と

し
で
も
、
果
し
て
所
期
の
致
呆
を
之
に
期
待
し
う
る
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
偲

h
に
小
寅
庖
窮
迫
の
線
て
の

原
因
が
百
貨
応
よ
り
家
h
ノ
、
従
っ
て
之
営
慶
治
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
責
応
の
窮
迫
を
救
摘
し
符
た
と
し
ず
し
も
、

民
く
枇
命
日
程
掛
上
ま
た
は
園
民
生
活
上
よ
り
見
て
、
ぞ
れ
が
呆
し
て
許
さ
る
べ
き
か
否
か
は
、
益
く
別
の
問
題
で

あ
る
。
豆
口
冷
は
今
日
の
小
責
庖
問
題
に
針
し
て
、
十
分
の
同
情
を
以
っ
て
異
創
に
そ
の
更
生
策
を
考
へ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
岡
山
ふ
者
で
は
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
積
極
的
・
令
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
や
、
進
歩
的
な
百
貨
庖
ま

で
も
麿
迫
し
て
自
ら
之
に
代
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
会
理
的
で
な
い
。
師
ち
百
貨
庄
法
案
全
小
貰
底
針
策
の
立
場

よ
り
立
案
す
る
こ
と
は
、

一
醸
の
根
媛
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
こ
の
立
場
の
み
か
ら
極
端
な
厩
迫
法

案
を
立
案
す
る
が
如
き
は
、
之
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
之
に
よ
っ
て
小
責
居
救
糟
の
致
果
は
十
分
に
期
待

3
れ
ゴ
る
の
み
な
ら
や
、
更
に
庚
き
閤
民
消
費
大
衆
の
立
場
と
矛
盾
す
る
に
至
る
か
ら
で
め
る
。



二
、
百
貨
唐
擁
護
の
立
場

第
二
は
百
貨
庖
擁
護
の
立
場
で
あ
る
。
百
貨
底
法
案
は
一
面
に
於
て
は
、
か
の
昭
和
七
年
八
月
の
「
自
制
協
定
」

に
出
殺
す
る
と
も
一
一
一
一
回
へ
る
。
こ
の
自
制
協
定
は
笠
八
年
八
月
よ
り
法
的
根
擦
を
有
す
る
「
日
本
百
貨
市
商
業
組
合
』

の
叫
営
業
統
制
規
程
と
な
り
、
現
に
加
盟
百
貨
底
の
聞
に
行
は
れ
つ
h

あ
る
。
そ
の
内
容
は
ほ
Y
穏
健
な
る
百
貨
庇

法
案
の
内
容
に
一
迩
古
色
の
で
あ
る
が
、
に
い
〉
任
意
開
鵠
た
る
商
業
組
合
の
内
部
規
程
と
、
法
律
に
よ
る
一
般
的
規

定
と
の
間
に
は
、
形
式
上
に
著
し
き
相
違
あ
る
こ
と
は
一
一
一
口
ふ
ま
で
も
な
い
。

3
て
自
制
協
沈
J

い
る
'
ど
必
門
業
統
制
加
河
原
た
る
と
、
去
に
百
貨
一
応
誌
だ
ろ
営
問
は
や
、

y
r

の
内
容
は
主
lr
し
v

日

由
管
業
お
よ
び
自
由
競
守
の
制
限
で
あ
名
か
ら
、
之
を
既
存
の
大
百
貨
庇
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
既
得
管
業

権
の
擁
護
を
意
味
す
る
こ
と
〉
な
る
。
こ
の
意
味
で
は
百
貨
底
法
案
は
百
貨
応
擁
護
の
立
場
に
於
て
も
考
へ
ら
る

〉
も
の
で
あ
る
。
勿
論
か
の
自
制
協
定
の
如
き
は
、

一
方
に
は
確
か
に
之
に
よ
っ
て
反
百
貨
底
運
動
の
気
勢
を
殺

ぎ
.
腿
迫
的
な
百
貨
応
訟
の
成
立
を
牽
制
せ
ん
と
し
た
こ
と
も
事
貨
で
あ
る
が
、
併
し
他
方
に
は
ま
た
百
貨
応
白

か
h

る
自
制
協
定
を
有
利
と
す
る
事
情
も
あ
っ
た
。
例
へ
ば
出
張
販
買
の
禁
止
・
支
底
分
庄
の

新
設
禁
止
・
遁
営
サ
!
ヴ
イ
ス
の
廃
止
・
無
料
配
達
の
制
限
等
は
、
寧
ろ
百
貨
応
自
身
の
利
盆
の
た
め
に
行
は
れ

ら
の
立
場
か
ら
、

た
も
の
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
同
じ
事
情
は
百
貨
底
法
案
の
内
容
の
中
に
色
少
な
か
ら
す
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
。
葦
し

吾
岡
の
大
都
市
に
於
て
は
、
百
貨
庖
は
既
に
は
ず
飽
和
鮪
に
遺
し
た
と
言
は
る
、
に
拘
ら
や
、
新
に
な
大
規
模
百

百
貨
応
法
の
制
定

第
四
十
三
巻
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百
貨
信
法
の
制
定
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四
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三
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第
六
銑

貨
底
が
績
Lr
と
新
設
せ
ら
る
に
〉
に
於
て
は
、
必
然
に
自
滅
的
競
守
に
導
〈
の
外
な
い
か
ら
、
之
を
既
存
の
程
度
に

制
限
せ
ん
と
す
る
法
案
は
、
同
時
に
彼
等
の
存
績
を
保
誼
す
る
こ
と
、
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
期
に
於
て
百
貨

庖
法
案
に
劃
す
る
百
貨
庖
側
の
利
害
闘
係
は
、
必
A
r
し
も
一
致
す
る
も
の
に
あ
ら
や
、
肢
に
接
展
の
限
度
に
ま
で

殺
展
し
て
、
将
来
に
お
け
る
糠
張
の
陸
地
少
さ
大
百
貨
底
と
、
寧
ろ
そ
の
後
展
を
将
来
に
期
待
す
る
中
小
百
貨
府

ま
ん
に
は
新
百
貨
庖
と
は
、
法
案
の
成
立
に
よ
っ
て
蒙
る
利
害
闘
係
を
一
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。

然
る
に
百
貨
一
服
擁
護
の
食
用
調
に
民
け
る
法
案
と
、
油
の
小
寅
忠
救
消
の
立
場
と
式
、

必も
や

も
中目
ー1苦
!文
、す

の
で
は
な
い
。
ゃ
べ
て
の
枇
合
的
存
在
は
、

一
面
に
於
て
は
相
互
矛
盾
の
閥
係
に
あ
る

E
共
に
、
他
耐
に
於
て
は

相

E
依
存
の
関
係
に
あ
り
、
決
し
て
絶
調
的
の
矛
盾
聞
係
ま
た
は
依
存
関
係
の
如
き
は
存
在
す
る
も
の
で
な
い
。

百
貨
底
と
小
貰
底
も
ま
た
一
面
で
は
犬
猿
の
間
柄
に
あ
る
が
、
他
国
で
は
屠
闘
の
間
柄
に
あ
っ
て
、
百
貨
応
の
休

日
に
は
両
庖
荷
は
閑
静
で
あ
る
。
之
と
同
じ
〈
今
日
は
百
貨
応
法
案
を
競
っ
て
雨
者
は
極
度
に
反
目
し
つ
う
あ
る

一
炉
、
併
し
法
案
の
中
に
は
確
か
に
雨
者
の
利
害
を
一
に
す
る
も
の
が
少

4
な
い
。
例
へ
ば
百
貨
庖
の
新
設
ま
た
は

機
張
の
制
限
は
、
前
述
の
如
〈
少
〈
と
も
既
存
の
百
貨
庖
の
寧
ろ
希
望
す
る
所
で
あ
る
が
、
同
時
に
小
責
庇
の
要

望
も
ま
た
蕊
に
あ
る
。

そ
の
他
に
出
張
販
買
の
禁
止
・
支
底
分
庖
の
新
設
禁
止
・
過
営
サ

l
ザ
イ
兄
の
廃
止
・
無
料

配
達
の
制
限
等
も
、
前
述
の
知
く
百
貨
底
の
利
盆
と
一
致
す
る
所
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
に
小
貰
庖
側
の
年
来
要

望
し
京
市
れ
る
所
で
も
あ
る
。
た
Y
極
端
な
る
小
責
庖
の
立
場
に
お
け
る
百
貨
庖
岡
崎
迫
法
は
、
百
貨
庇
の
立
場
と
正

面
衝
突
を
来
す
と
同
じ

t
、
極
端
な
る
百
貨
底
擁
護
法
も
ま
た
、
小
貰
庖
の
立
場
と
相
容
れ
r
d

る
の
み
な
ら
や
、

小林行口氏，商ij情論文 p，264-265・3) 



岡
民
消
費
者
の
立
場
に
於

τ許
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

百
貨
居
擁
護
の
立
場
に
お
い
て
立
案
さ
れ
た
る
百
貨
底
法
案
は
、
ま
だ
現
寅
に
発
表
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な

ぃ
。
け
れ
ど
も
百
貨
庇
側
が
そ
の
利
害
の
立
場
か
ら
一
定
の
法
案
に
反
封
し
、
ま
た
は
不
利
な
る
傑
項
を
修
正
せ

ん
と
す
る
運
動
あ
り
と
せ
川
、
そ
こ
に
は
消
極
的
な
が
ら
ぞ
の
立
場
に
お
け
る
法
案
営
認
め
る
こ

E
が
出
来
る
。

今
色
し
極
端
な
る
百
貨
底
擁
護
法
が
成
立
し
た
'
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
謂
は
ゆ
る
大
資
本
擁
護
の
カ

Y
ア
Y
保
護
法

-
n
ト
)
、

'
〉

L
J
J
'
r
b
‘

而
か
も
強
制
カ

Y
日プ

Y
に
謀
〈
可
能
性
が
強
い
。

極
端
な
る
百
貨
庖
擁
護
法
は
、

一
方
で
は
ま
す
/
¥

ト日
T
こ
皆
、
司
ノ

E
h
H
3ア
ヨ
タ
旧
、
「
畑
、

ノ

H
E
b
r
川

J
r
l
υ
M門
川
叫
斗
ノ
ヂ
4
4
A
J

ペー

他
方
で
は
消
費
大
衆
伊
一
回
明
治
一
し
C
岡
民

ぞ
の
謁
在
日
山
拍
車
伝
加
ふ
る
と
共
に
、

3生生占h-
f汗F青「
~'~ 

脅
カかか
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・
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a
l
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:
i
}
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E
o
l
F
B

〉
伊

そ
れ
的
に
五
日
中
は
ご
江
主
場
r
h

，噴いしま
P

一
応

σ一
在
凶
慨
を
…
市
む

fnも
r
U
1

は
め
る
が
、
併
し
こ
の
立
場
に
の
み
提
は
れ
て
、
専
ら
百
貨
庖
の
立
場
か
ら
法
案
を
批
判
し
、
ま
た
は
修
正
を
要

求
す
る
見
地
に
資
し
て
は
、
之
を
そ
の
ま
〉
に
承
認
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
四
寸
滑
費
者
保
護
の
立
場

百
貨
底
も
小
資
庖
も
直
接
に
岡
民
消
費
者
に
棲
摘
し
て
、
彼
等
の
日
常
生
活
口
叩
を
直
接
に
配
給
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
い
ま
百
貨
居
法
を
制
定
す
る
に
賞
つ
て
は
、
何
よ
り
も
先
づ
消
費
者
保
護
の
立
場
に
あ
っ
て
立
案
き

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
が
第
三
の
見
地
?
あ
る
。
こ
の
見
地
は
現
賓
の
立
法
運
動
よ
り
見
れ
ば
，
極
め
て
縁
遠

い
戚
が
あ
り
、
こ
の
貼
で
は
最
初
の
小
責
庖
救
稗
の
立
場
と
著
し
く
謝
照
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
現
賓

百
貨
底
法
の
制
定

第
四
十
三
巻

第
六
貌

五
1u 

ノ"
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百
貨
応
訟
の
制
定

第
四
十
三
答

^ 

第
プて
銃

穴

O

に
こ
の
立
場
よ
り
立
案
さ
れ
に
る
法
案
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
消
費
者
は
常
に
無
力
で
あ
る
と
言
ふ
一
般

的
理
由
の
外
に
、
特
に
こ
の
立
法
運
動
の
逆
行
し
た
時
代
は
、
最
近
の
世
界
恐
慌
お
よ
び
吾
闘
の
解
禁
恐
慌
の
後

に
、
こ
の
恐
慌
を
契
機
と
し
て
起
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

h
y
-
〉
る
不
況
ま
た
は
恐
慌
時
代
は
同
時
に
物
債
下

幕
時
代
で
あ
る
に
め
仁
、

一
般
仁
泊
費
者
の
立
場
は
後
方
に
押
し
や
ら
れ
る
と
い
ふ
事
情
に
も
よ
る
も
の
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
こ
の
立
場
も
会
〈
閑
却
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
〈
、
常
に
市
極
的
な
る
批
判
者
と
し
て
、
卸
ず
り

南
北
回
り
ニ
〉
一
り

LL口
M
F
)
サ
「
2
J

ヨ
氏
支
り
比
司

Hr--一
J

亡
、
ド
r
u
h
r
'
H
J

、
主

J
E
L
J
3
1
7
7
F
J
)
、

JE--1KL

ザ

L
-
1
3
1
6
J
L
M
ヨ
】

d
l
z
r
d
f
L
A寸
刈
ヲ
↑

4
i
(
v

、
h
i
t
-
q
一ノ

l
-
R
4
f
v

，、
1
fし

v
一d

l

l' 

h 

.{~~ 

要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

消
費
者
の
立
場
よ
り
見
る
時
は
、
極
端
な
る
小
責
応
救
済
の
仁
め
の
百
貨
広
麿
迫
法
は
、
之

T
認
め
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
蓋
し
百
貨
広
は
そ
の
現
代
的
組
織
と
経
管
に
よ
っ
て
、
消
費
者
の
購
買
を
有
利
に
便
利
に
果
き
し
な

る
輸
に
於
て
、
多
〈
の
場
合
に
長
所
を
有
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
日
長
所
の
に
め
に
百
貨
広
の
繁
祭
を
か
す
り
符

た
部
分
が
寧
ろ
多
い
場
合
に
、
単
に
小
責
庄
の
窮
迫
す
る
故
を
以
っ
て
、
之
を
豚
暗
唱
し
て
消
費
者
の
便
益
を
犠
牲

に
供
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
な
い
。
帥
ち
極
端
な
る
百
貨
応
歴
迫
法
は
、
消
費
者
の
立
場
に
於
て
之
を
是
認
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

併
し
乍
ら
反
劃
に
ま
た
、
百
貨
庖
の
立
場
に
お
け
る
極
端
な
る
百
貨
庖
擁
護
法
も
、
消
費
者
の
利
便
を
出
世
す
る

知
に
お
い
て
、
前
の
場
合
と
異
る
所
は
な
い
。
こ
と
に
そ
れ
が
大
査
本
の
替
利
の
た
め
に
、
制
占
的
な
強
制
ヵ

y

-プ

Y
を
形
成
す
る
が
如
き
場
合
に
は
、
そ
の
枇
命
日
的
整
害
は
前
者
の
比
で
は
な
い
。
ぞ
れ
故
に
小
貰
応
の
立
場
に



於
て
は
勿
論
、
消
費
者
の
立
場
に
於
て
も
、
極
端
な
る
百
貨
底
本
位
の
立
法
は
許
さ
る
べ
き
で
な
い
。

一
般
に
消
費
者
の
立
場
を
主
視
す
る
も
の
が
、
百
貨
応
法
の
制
定
に
反
封
す
る
傾
向
に
あ
る
の
は
、
右
の
事
情

よ
り
来
る
も
の
と
言
へ
る
。
部
ち
今
日
最
色
問
題
と
な
れ
る
法
案
は
、
謂
は
ゆ
る
極
端
な
る
小
寅
庄
の
立
場
に
お

け
る
腰
近
法
案
で
あ
る
か
ら
、
之
に
卦
し
て
反
卦
す
る
の
は
消
費
者
の
立
場
に
於
て
は
寒
に
時
同
然
で
あ
る
。
併
し

乍
ら
種
今
な
る
法
案
の
中
に
は
、
或
は
既
存
の
百
貨
市
の
調
占
的
地
位
を
擁
護
す
る
結
果
と
な
る
も
の
色
あ
ろ
ペ

く
、
或
は
穂
健
中
正
な
る
統
制
法
案
た
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
消
品
究
者
の
立
場
は
常
に
法
案
反
到
の
傾
向
に
あ
る

も
の
'
と
は
一
言
び
得
な
い
。

hu晶
札

ι=ーにと一一
ι
〉

E
王
ヲ
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u
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7
f
J
司
官
引
川
。
一
」
ユ
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J
t
#
H
J
E
ホ

L
l
b
t
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仁

一
日
町
山

4
小
町
山
町
も
常
ド
完
ゃ
な
る
自
由
競
同
引
の
収
留
に
あ
る
と

と
を
要
求
す
る
。
こ
の
要
求
か
ら
す
れ
ば
、
百
貨
庇
陣
一
泊
一
法
案
に
反
掛
す
る
主
同
時
に
、
ま
た
そ
の
擁
護
法
案
ド

も
反
卦
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
然
ら
ぱ
如
何
な
る
法
制
乞
も
否
定
し
た
る
現
賓
仁
・
お
い
て
、
果
し
て
消
費
者
の
要
求

す
る
が
如
き
完
全
な
る
白
由
競
争
が
小
賢
部
面
に
成
立
し
う
る
か
、
現
貫
は
甚
だ
こ
の
肢
態
か
ら
速
い
。
そ
れ
故

に
消
費
者
の
見
地
に
於
て
も
ま
た
、

必
干
し
も
今
日
の
現
貨
を
白
然
に
放
任
す
ぺ
し
と
言
ふ
根
擦
は
成
立
し
な

ぃ
。
ま
た
観
り
に
自
然
放
任
の
結
果
と
し
て
、
完
全
な
る
自
由
競
宇
佐
小
責
部
面
に
現
出
し
て
、
消
費
者
利
益
金

十
分
に
確
保
し
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
怨
め
に
惹
き
お
と
さ
れ
る
枇
合
目
的
弊
宍
炉
、
消
品
賞
者
利
盆
に
比
し
て
よ
り

重
大
な
る
場
合
は
、
更
に
包
括
的
ほ
庚
い
見
地
に
お
い
て
、
印
ち
消
費

ω
外
に
生
産
お
よ
び
配
給
を
も
含
め
て
の

園
民
経
稗
全
檀
の
立
場
か
ら
批
判
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
消
費
者
の
見
地
は
一
般
に
は
最
も
重
視
さ
る
べ

百
貨
商
法
の
制
定

第
四
十
三
巻

八
二
=
一

第

" 貌

』ノ、



百
貨
賠
訟
の
制
定

第
四
十
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位
世

戸、

四

第
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き
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
十
分
の
根
擦
を
認
め
う
る
け
れ
ど
も
、
併
し
問
中
に
消
費
者
の
利
使
の
み
に
捉
は
る
冶

見
地
は
冶
ま
た
之
を
そ
の
ま
〉
に
承
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
わ
け
で
あ
る
。

回
、
世
曾
的
機
能
の
立
場

牙
君
主
主
こ
日
比

-ZVJ
交
こ
-
ワ
重
り
主
事
つ
刊

E
こ
比
コ
ロ
コ
亡
士
、

i
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』
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t
L
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f
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J
L
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E
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d
E
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J

h
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五
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ニ
サ

J
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A
M
q
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J
r
t
V
4
M
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4

4
司

害
ま
た
は
影
響
宏
典
ふ
る
か
に
つ
き
、
慎
重
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
唯
こ

の
考
慮
の
み
を
以
っ
て
法
律
を
立
案
し
、
ま
た
は
法
案
を
批
判
す
べ
き
で
は
な
い
。
百
貨
応
札
は
百
貨
応
擁
護
の

立
場
か
ら
の
み
立
案
す
べ
か
ら
ゴ
る
と
同
時
に
、
ま
た
法
案
が
百
貨
庖
に
と
り
不
利
な
る
が
故
に
の
み
、
反
劃
さ

一
醸
の
考
慮
は
十
分
に
捕
は
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
併
し
問
題
の
決
定
結
は
寧
ろ
よ
り
炭
き

る
べ
き
で
は
な
い
。

他
の
立
場
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
様
に
ま
た
こ
の
法
案
は
、
他
の
闘
係
業
者
例
へ
ば
小
買
厄
に
劃
し
て
、
如
何

な
る
利
害
関
係
を
有
す
か
に
就
て
も
、
十
分
に
慎
重
な
考
慮
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
一
ペ
併
し
た
Y
此
の
考
慮
か
ら

の
み
、
問
題
ぞ
決
す
べ
き
で
は
な
い
、
殊
に
此
の
法
案
が
闘
民
の
消
費
大
衆
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
か

に
就
て
は
、
最
も
慎
重
な
る
考
慮
含
必
要
と
す
る
こ
と
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
併
し
ま
た
唯
そ
の
考
慮
に
よ
っ
て

の
み
法
案
の
取
拾
を
決
定
す
べ
き
で
は
な
い
。

か
く
し
て
五
日
冷
は
よ
ム
リ
高
〈
よ
り
蹟
き
全
瞳
的
な
立
場
か
ら
問
題
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
会
れ
は
帥
ち
会
艦

と
し
て
の
岡
民
経
済
の
立
場
に
外
な
ら
ぬ
。
百
貨
庖
法
そ
の
も
の
は
元
来
は
流
通
過
程
ま
た
は
配
給
機
闘
の
一
部



に
謝
す
る
政
策
に
は
相
違
な
い
が
、
併
し
之
を
検
討
す
る
に
営
つ
て
は
、
第
一
に
同
じ
配
給
段
階
に
併
立
す
る
小

買
底
・
連
鎖
底
・
小
責
市
場
等
と
の
閥
係
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
子
、
第
二
に
他
の
配
給
段
階
ま
た
は
配
給
組
織
全
瞳

と
の
闘
係
か
ら
準
ん
で
、
第
三
に
生
産
過
程
、
第
四
仁
消
費
過
程
に
ま
で
及
ん
で
、
会
躍
と
し
て
の
闘
民
経
溝
上

か
ら
問
題
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
更
め
て
認
に
言
ふ
ま
で
も
な
い
程
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
併
し

貫
際
に
は
殆
ん

E
多
〈
の
論
者
に
よ
っ
て
者
過
ぎ
れ
勝
ち
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
廃

t
岡
氏
極
構
の
立
場
か
ら
百
貨
庖
法
を
検
討
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
俄
討
の
結
果
は
、
例
へ
ば
園

民
総
測
の
一
部
i
到
し
で
は
有
利
な
る
影
響
を
興
ふ
る
に
皮
し

b

也
刀
刊
に
制
し
て
よ
一
不
利
な
る
影
響
佐
鶏
ヘ

b

i

l

l

-

町

|

一

J

J

i

d

-

-

J

而
か
も
そ
の
有
利
た
る
影
響
と
不
利
な
る
影
響
左
は
‘

そ
の
前
面
を
異
に
し
そ
の
性
質
を
異
に
す
ろ
魚
め
に
、
雨

者
の
比
較
衡
量
営
不
可
能
と
す
る
場
合
が
寧
ろ
多
い
と
す
れ
ば
、
五
日
々
は
謂
は
ゆ
る
闘
民
経
済
の
立
場
に
立
っ
こ

と
に
よ
り
て
、
た
Y
種
ゃ
な
る
利
害
影
響
を
羅
列
し
う
る
に
止
ま
り
、
何
ら
か
の
決
定
的
な
る
結
果
を
得
る
こ
と

は
困
難
と
な
る
で
あ
ら
う
。
従
来
の
多
く
の
政
策
論
ま
た
は
政
策
批
判
論
が
、
た
Y
謂
は
ゆ
る
長
所
・
短
所
を
羅

列
す
る
に
止
ま
り
、
何
ら
決
定
的
な
問
答
を
提
示
し
待
な
か
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
斯
か
る
意
味
で
の
園
民
経
漕
的

立
場
か
ら
来
る
必
然
の
結
果
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

そ
こ
で
吾
争
ほ
之
を
今
一
つ
具
盤
的
な
立
場
に
置
換
へ
る
こ
と
を
考
へ
る
。
枇
命
日
的
機
能
の
立
場
こ
れ
で
あ

る
。
こ
れ
は
園
民
組
祷
的
立
場
と
一
致
し
、
そ
の
具
瞳
的
考
察
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
こ
左
が
出
来
ろ
。
何
と
な
れ

ば
杢
膿
と
し
て
の
闇
民
経
揮
の
立
場
か
ら
見
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
却
ち
そ
の
園
民
経
済
を
構
成
す
る
綿
て
の
部
分

百
貨
応
訟
の
制
定

第
四
十
三
容

八
二
五

第
六
競

↓ /、



百
貨
応
法
の
制
定

第
四
十
一
一
一
巻

八
二
六

第
六
競

ノ、

四

総
て
の
機
閥
、
穂
て
の
組
織
を
し
て
.
そ
の
祉
合
的
機
能
を
果
さ
し
り
る
と
言
ふ
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
め

る
。
挨
言
せ
ば
会
開
的
な
一
睡
と
し
て
見
れ
ば
閤
民
軽
済
の
立
場
と
な
り
、
且
一
瞳
的
な
構
成
部
分
と
し
て
見
れ
ば

枇
合
的
機
能
の
立
場
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。

き
て
枇
九
川
口
的
機
能
の
立
場
ま
に
は
枇
合
機
能
誌
に
就
て
は
、
す
で
に
従
来
も
屡
や
論
及
し
た
か
ら
、

十
訟
に
詳
論

す
る
の
必
要
も
な
い
が
、
要
す
る
に
理
論
的
に
は
、
総
て
の
も
の
う
一
枇
命
日
的
存
在
の
線
操
は
、
そ
の
も
の
h

枇
合
同

的
機
能

iち
<) 

iif: 
}7? 
的
機
1m 
¥ρ 

J緩
や巨

る

[民

lま

1 

(ノコ

0) 

j"l上
命1

r~J 

加
可
-
w

之
伝
堕
白
}

p

相
同
し
で
も
、

7

ノ

l
l
d
)
j
4
4
1
1

存
績
毅
展
は
鏑
け
ら
れ
る
。

反
封
仁
枇
A
M
H

的
機
能
を
喪
失
し
た
も
の
は
、

如
何
に
之
を
保
護
し
助
長
し
て
も
、
結

局
は
そ
の
も
の
う
枇
合
的
存
夜
を
許
き
れ
な
く
な
る

J

従
っ
て
政
策
的
に
は
、
何
よ
り
も
先
づ
そ
の
も
の
〉
枇
命
日

的
機
能
を
殺
揮
せ
し
な
る
に
あ
る
。
例
へ
ば
問
題
の
小
貰
庇
針
策
に
し
て
も
、
に
ヲ
徒
ら
に
小
責
巾
出
金
救
持
す
る

だ
け
で
は
、
決
し
て
小
頁
応
の
存
績
殺
揮
を
確
保
す
る
所
以
で
は
な
い
。
手
一
の
組
織
を
改
草
し
そ
の
経
替
を
改
善

せ
し
め
て
、
小
貢
庖
の
枇
合
的
機
能
を
有
致
に
接
揮
せ
し
め
て
こ
そ
、

そ
の
存
績
竣
展
は
保
誼
せ
ら
る
h

わ
け
で

あ
る
。い

ま
百
貨
応
法
会
検
討
す
る
に
嘗
つ
で
も
亦
、
吾
冷
は
こ
の
一
世
合
的
機
能
の
立
場
か
ら
す
る
。
即
ち
百
貨
庖
法

の
意
園
す
る
所
は
、
何
よ
り
も
百
貨
応
を
し
て
そ
の
祉
合
的
機
能
を
合
理
的
に
後
揮
せ
し
h
u
る
に
あ
る
。
こ
れ
は

一
見
す
る
と
こ
ろ
百
貨
庄
の
立
場
に
お
け
る
保
護
法
た
る
か
の
誤
解
を
生
や
る
が
、
貸
際
は
却
っ
て
逆
で
あ
る
。

今
色
し
現
貨
の
百
貨
庖
が
、
種
L
q

の
事
情
の
た
め
に
、
そ
の
合
理
的
な
枇
命
目
的
機
能
の
限
界
を
超
え
て
蛭
替
さ
れ

拙著、百貨18、連鎖筒、小賀府問題
胡i著、配給組機論



っ
、
あ
り
と
せ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
立
場
か
ら
必
然
に
抑
制
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
結
局
す
る
と
こ
ろ
小
責
配
給
機
能
の
一
耽
合
的
・
合
理
的
分
権
と
い
ふ
こ
と
に
蹄
着
す
る
。
会
調

と
し
て
の
小
頁
配
給
機
能
は
、
如
何
な
る
小
貰
機
闘
を
以
っ
て
し
で
も
、
山
平
摘
に
濁
占
的
に
之
を
田
市
す
こ
と
は
不

可
槌
で
あ
る
。
最
近
に
至
っ
て
百
貨
庖
の
進
出
は
世
論
の
中
心
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
会
韓

と
し
て
は
否
闘
の
小
責
配
給
の
五
G
内
外
を
占
り
る
に
過
ぎ
な
い
。
地
域
的
に
も
商
品
的
に
も
顧
官
官
的
に
ち
、
百

貨
府
に
は
向
ほ
多
く
の
限
界
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
他
の
小
貫
配
給
機
関
l
y
-

の
問
に
合
開
均
な
小
資
機
能

の
分
慣
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
百
貨
民
法
令
」
祉
合
的
機
能
の
立
場
に
於
て
検
討
す
る
こ
と
は
即
ち
こ
の
謂
に
外

よ
お
っ
門
4
0
p
h
q
h
ヨ
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主
主
L
品
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」
ト
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L
u
r
H
A
E
-
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h
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汀
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圧
L
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向
戸
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円
ソ
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記
仏
円
安
H

紬

M

コ、

寸

J

a

U

O

E

L

K

-

t
イ

d
l
J
3
A
j
r
ム

-I弓
引

r
t
r山

/
-
b
F
J
-
i
4
4

・、J
1
h
j
o
p
ノ
l

d

t

訂

ド

圭

一

ノ

/

し

ま

庁

M

〆
し
/
一
面
ト
ノ
訓

F
J中
士
ψ
目作

'
t
d
p
u

て
、
商
品
的
・
地
域
的
・
顧
客
的
に
、
伺
れ
の
配
給
機
闘
が
何
れ
の
配
給
機
能
に
最
色
迎
合
す
る
か
を
府
内
討
し
て
、

そ
れ
ん
¥
の
機
閣
を
し
て
そ
の
最
色
趨
合
せ
る
機
能
を
有
殻
に
夜
間
押
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
見
地
よ
り
見
る

時
は
、
今
日
の
百
貨
底
の
躍
替
は
、
必
や
し
色
合
理
的
な
る
も
の
旨
み
で
は
な
い
。
ま
た
百
貨
庖
自
'
山
河
も
十
分
に

そ
れ
を
認
め
な
が
ら
も
、
相
互
の
競
争
そ
の
他
の
閥
係
か
ら
、
己
む
を
得
十
行
ひ
っ
〉
あ
る
も
の
も
少
〈
な
い
。

こ
〉
に
自
制
協
定
の
成
立
し
た
根
擦
が
あ
り
、
ま
た
百
貨
庖
法
の
成
立
す
る
根
擦
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

五

、

諸

法

案

の

内

容

百
貨
庖
法
案
は
既
に
昭
和
七
年
以
降
今
日
ま
で
、
各
方
面
か
ら
種
冷
の
内
容
を
も
っ
て
提
案
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

百
貨
底
法
の
制
定

第
四
十
一
一
五
官

八
二
七

策

t車

穴
耳

拙著、百貨問、蓮華~底、小東席問題
~ßI著、配紛組織論
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百
貨
応
訟
の
制
定

第
四
十
三
巻

丹、

丹、

第
六
競

六
六

い
ま
是
等
の
内
容
を
批
判
す
る
に
先

rち
、
各
種
の
法
案
の
殺
表
年
次
に
従
っ
て
そ
の
主
要
内
容
'
伊
二
瞥
す
る
こ

E
〉
す
る
。

一
商
工
営
局
案

昭
和
七
年
八
月
商
工
省
案
と
し
て
新
聞
紙
上
ド
殺
表
さ
れ
た
も
の
で
、
恐
ら
く
事
務
常
品
の
一
一
私
案
で
あ
つ
に

、

。

、

柏

、

、

力
と
相
白
血
附
5
れ
る
仁
そ
¢
全
豪
快
誌
は
刊

j
M
N
諜
¢
一
認
可
制

0
・
一
文
民
:
む
咳
U
雌
恨
む

l
u
U
H砂
町
出
品

Fσ
一
詔
司

制
、
問
商
品
努
供
託
制
、
川
川
公
益
命
令
、
向
管
業
・
財
産
の
報
告
ま
に
は
検
査
等
で
あ
り
、

ぞ
の
穏
健
な
る
内
容

よ
り
見
る
も
、
時
田
局
案
ら
し
き
所
が
多
い
。

二
園
民
同
盟
案

昭
和
八
年
二
月
初
め
て
第
六
十
四
議
舎
に
提
案
さ
れ
‘
引
繭
き
昭
和
九
年
、
十
年
、
十
一
年
の
議
令
に
も
提
出

、.、.

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
川
管
業
免
許
制
を
採
り
、
四
百
貨
庖
附
設
諮
問
委
員
を
設
り
、
間
支
応
・
寅
揚
・

出
張
販
貢
そ
の
他
を
認
可
制
と
し
て
、
同
同
業
組
合
に
加
入
せ
し
め
、
開
公
益
命
令
伝
援
し
、
州
部
門
業
・
財
産
の

報
告
・
検
査
を
な
し
得
る
と
言
ふ
に
在
る
。

三
民
政
黛
奮
案

昭
和
九
年
二
月
民
政
議
よ
り
『
百
貨
庄
の
小
頁
制
限
に
闘
す
る
法
律
案
』
と
し
て
提
出
せ
ら
れ
七
も
の
で
、
川
資

本
金
額
五
十
寓
回
以
上
、
買
場
面
積
二
百
坪
以
上
に
し
て
、
衣
食
住
に
闘
す
る
多
種
類
商
品
の
小
寅
業
を
以
て
百

貨
底
と
な
し
、
間
百
貨
庄
は
金
額
五
十
銭
以
下
の
商
品
の
既
責
営
銭
す
こ
と
念
特
宇
と
す
る
極
め
て
特
色
あ
る
提

日本百貨脂商業組合、諸所よ日払5案せられたる百貨11:がi諜



案
で
め
っ
た
。

四
商
応
命
日
聯
盟
業

昭
和
十
年
二
月
全
日
本
両
府
合
職
盟
よ
り
提
案
さ
れ
た
百
貨
庇
法
案
は
、
後
に
昭
和
十
一
年
五
月
の
政
民
会
同

案
と
し
て
衆
議
院
を
通
過
し
た
法
案
と
、

ぞ
の
内
容
を
一
に
す
る
色
の
で
、
今
日
論
議
の
中
心
と
な
っ
て
ゐ
る
法

案
は
こ
れ
で
あ
る
o

そ
の
主
要
内
容
は
、
川
管
業
免
許
制
、
間
審
議
機
閲
念
特
設
し
、

そ
の
構
成
は
地
匡
品
営
業
者

、、

の
代
表
者
ム
川
業
組
合
の
代
表
者
品
川
管
公
吏
伝
以
て
す
る
。
問
答
業
所
の
静
一
史
・
市
制
貰
場
の
新
設
憤
棋
は
認
可

、、

制
と
し
、
閣
支
広
・
出
張
所
・
出
長
収
資
は
禁
止
制
と
し
、
ι

同
様
士
貨
を
認
可
制
正
し
、
例
公
益
慮
分
hf-
認
め
、
市
川
同

E
E
L
I
〕
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川
久
子
/
'
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、
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報
告
働
査
し
得
る
と
言
ふ
に
あ
る
。

五
政
友
合
奮
案

昭
和
十
年
三
月
政
友
曾
よ
り
初
め
て
提
出
さ
れ
た
る
法
案
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
前
の
商
応
命
円
聯
盟
案
と
殆

ん
ど
刷
一
で
あ
る
。

六
民
政
窯
新
品

昭
和
十
年
三
月
民
政
黛
よ
り
新
た
に
百
貨
庖
法
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
前
の
商
応
令

聯
盟
案
お
よ
び
後
の
政
民
合
同
案
と
殆
ん

E
同
一
で
あ
る
。

七
東
京
貫
聯
案

百
貨
応
法
の
制
定

第
四
十
三
巻

第
六
競

八
二
九

ノ、

--t:. 

い
拡
庁
見
当

小林行呂氏、百貨庶法案の検討(前掲;盟、)
第六十七回帝国議合衆議院議事速記録 p.4:;8-439 
悶上 p・439-440
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百
貨
底
法
の
制
定

第
四
十
三
容

六
八

第
六
貌

八
三

O

昭
和
十
年
五
月
東
京
質
業
組
合
聯
合
合
が
そ
の
小
買
業
改
善
研
究
委
員
舎
に
於
て
決
定
し
提
案
せ
る
百
貨
庖
法

案
で
あ
っ
て
、
最
も
特
徴
あ
る
内
容
診
有
し
、
刊
新
規
管
業
の
禁
止
制
、
向
文
庇
・
出
張
所
の
新
設
撰
張
の
禁
止

制
、
問
匝
域
外
無
料
配
蛍
・
出
張
版
資
・
牒
償
版
買
・
夜
間
管
業
・
催
物
等
の
禁
止
制
、
同
生
鮮
食
料
品
・
燃
料
の
販

貰
禁
止
、
向
公
益
命
令
、
山
管
業
・
財
産
の
抑
止
白
・
検
査
等
を
そ
の
主
要
内
容
と
す
る
c

、、.，
J八

政
民
人
口
同
然

〆，l
・、、

-
3
1
s
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z
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昨
干
寸
一

4
E
F
刑
判
五
千
忠
岡
ι
R
H
U
F
f
-ド
当
?
と

L
τ
三時
G
E
r
ト
抗

H
Uで
tJ
わ

五
月
工
十
三
日
衆
議
院
を
通
過
し

た
が
、
貴
族
院
に
於
て
審
議
未
了
と
な
っ
た
法
案
で
あ
っ
て
、

そ
の
内
容
は
前
掲
の
商
庖
合
聯
盟
案
と
殆
ん
ど
同

一
の
も
の
で
あ
る
か
ら
蕗
に
は
省
略
寸
る
。

九
日
本
商
議
案

昭
和
十
一
年
七
月
日
本
商
工
合
議
所
よ
り
殺
表
せ
る
『
百
貨
底
法
案
要
綱
』
で
あ
る
。
さ
き
に
昭
和
十
一
年
三
月

日
本
商
工
合
議
所
は
全
岡
各
地
の
鴎
工
命
日
議
所
に
諮
問
ぞ
殺
し
て
、
諸
積
の
百
貨
庖
法
案
に
劃
す
る
意
見
を
徴
し

た
る
が
、
そ
の
結
果
に
基
き
て
十
一
項
目
に
亙
る
『
法
案
要
綱
」
を
殺
表
す
る
乙
と
〉
な
っ
た
。
そ
の
主
要
内
容
は

問
答
業
の
和
一
小
制
、
同
支
庖
・
出
張
所
の
新
設
・
位
置
制
捜
夏
・
庇
舗
燐
張
・
催
物
に
催
す
る
紗
一
小
制
、
間
公
開
出
張
版

責
の
禁
止
、
判
仙
営
業
時
間
の
制
限
、
向
公
休
日
の
制
定
、
他
同
業
組
合
へ
の
加
入
、
間
不
営
廉
貢
の
禁
止
等
で
あ

〈己)る
ー干宇c 0 

京
商
議
案2)

東京商工'~'i'議所、育貨底法白日担v主主主果、附録百貨供fi去に閑ずる立案
東京商工合議所、前掲書2) 



主
引
ど
刊
か

昭
和
十
一
年
七
月
東
京
商
工
曾
議
所
は
別
に
百
貨
底
法
案
を
稜
表
し
て
ゐ
る
。
そ
の
内
容
は
前
記
の
日
本
商
議

案
左
大
差
な
き
も
の
ぞ
は
あ
る
が
、
多
少
は
具
睡
化
せ
ら
れ
七
る
部
分
色
あ
る
。
向
替
業
の
免
許
制
、
明
支
底
・

出
張
所
の
新
設
・
位
置
費
更
・
庖
鏑
時
長
・
催
物
の
認
可
制
、
同
公
開
出
張
販
買
の
禁
止
、
州
都
口
業
時
聞
を
夏
期
ば

十
時
間
、
各
期
は
九
時
間
と
す
る
。
開
休
業
日
を
一
ヶ
月
大
都
市
三
日
以
上
そ
の
他
一

H
以
上
と
す
る
。
間
同
業

組
合
へ
の
加
入
、
同
廉
貰
禁
止
、
同
公
益
命
令
の
援
令
を
百
貨
庖
業
委
員
舎
に
附
議
す
る
等
こ
れ
で
あ
る
。

掛
〈
の
如
〈
各
閣
の
法
案
は
、
そ
の
内
容
む
よ
ぴ
程
度
に
於
て
積
冷
雑
多
で
あ
る
が
、
併
し
通
覧
し
て
規
定
せ

ん
と
す
る
事
項
ほ
何
れ
ち
た
同
小
堤
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

い
ま

E
要
な
る
現
定
事
頃
に
つ
き
主
要
な
る
法
案
の

t
t
マ
r
h
μ
-
4《
土

-
-
B
b
v
h
-
A
F
、、ノ円
H

i

h

i

J

1
p
d
f
z
d
Jシ
一
円
〆
q
f
'
J
E
1
4
2
J
'日
〈

テ

h

J司

l

a

d

-

-

六
、
批
判
お
よ
び
修
正
ー
ー
そ
の
一

五
日
々
は
先
に
論
争
る
岡
氏
粧
掛
の
立
場
ま
た
は
一
枇
合
機
能
の
立
m
怖
か
ら
、

百
貨
応
訟
の
制
定
に
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
併
し
諸
方
面
よ
り
提
案
せ
ら
れ
た
種
ふ
の
法
案
に
は
、
之
を
そ
の
ま
〉
に
承
認
す
べ
か
ら
ぎ
る
蜘
が

少
な
か
ら
中
め
る
。
而
し
て
こ
の
法
案
に
卦
し
て
最
も
強
〈
反
卦
す
る
で
あ
ら
う
と
想
は
れ
て
ゐ
る
百
貨
応
側
も

最
近
で
は
必
や
し
も
絶
劃
的
の
反
劃
で
は
な
〈
、
之
を
修
正
せ
ん
と
す
る
意
見
が
散
見
す

ι。
こ
の
修
正
立
見
も

ま
た
、
五
日
々
の
立
場
に
於
て
は
必
中
し
も
之
を
そ
の
ま
う
に
承
認
し
難
き
勤
も
少
な
か
ら
す
あ
る
。
以
下
主
要
な

る
内
容
に
就
て
、
吾
ム
ザ
の
立
場
に
於
け
る
批
判
お
よ
び
修
正
意
見
を
述
べ
る
。

百
貨
応
訟
白
制
定

第
四
十
三
巻

ノ、

九

A 

第
六
銃

日本百貨広前j業組合王~!!事長小林八百世(，3ç '.百貨防法})ξ封探明者 p.'7ー却

炉IdiliTfl主席五島慶大氏、百貨f占法反抗捺191書 p.'4-23 
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(ー)
百
貨
庄
の
定
義

論
者
の
中
に
は
百
貨
居
の
意
義
が
必
や
し
も
明
確
な
ら

4

さ
る
の
故
を
以
っ
て
、
百
貨
庖
法
の
制
定
よ
り
も
寧
ろ

一
般
的
な
小
頁
商
業
法
の
制
定
を
謹
ぷ
べ
し
と
す
る
者
も
あ
る
。
な
る
ほ
ど
皐
問
的
に
は
百
貨
庄
の
定
義
は
可
能

で
も
、
之
を
現
賓
に
適
用
す
る
に
は
、
必
や
し
'E
明
確
な
ら
.54心
境
界
を
生
守
る
こ
と
は
め
り
梓
る
。
併
し
乍
ら

法
の
適
用
範
閏
ぞ
決
定
す
る
程
度
の
定
義
は
敢
て
困
難
な
る
問
題
で
は
な
〈
、

現
に
百
貨
底
商
業
組
合
も
之
を
決

定
し
、

ま
ロ
最
近
の
耽
制
改
革
案
も
之
を
前
提
し
て
ゐ
る
。
若
し
も
百
貨
市
の
法
的
限
定
が
み
一
〈
不
可
能
な
ら
ば

一
般
的
の
小
日
向
業
法
44F
制
定
し
中
l

川
で
、
そ
の
法
文
巾
の
内
部
姐
定
ほ
悶
雑
と
な
る
で
ゐ
ら
う
。

い
ま
前
拘
の
諸
u

法
案
に
就
で
主
要
な
る
一
円
貨
」
品
心
定
義
セ
表
示
せ
は
択
の
如
く
で
あ
J
5
0

一

一

商

宿

舎

聯

開

案

一

東

京

商

議

案

一
東
京
笠
聯
案
一
{
政
民
合
同
案
)
一
(
日
本
草
案
)

一
、
同
一
岬
営
業
所
一
、
同
一
各
業
所
一
、
命
令
白
定
む

に

於

て

に

於

て

る

頁

場

而

積

二
、
命
令
。
定
む
一
一
、
命
令
の
定
む
一
一
、
同
従
業
者

る

賀

場

而

積

る

倖

業

地

百

者

三

、

衣

食

住

に

閥

三

、

同

使

用

人

事

ず

る

多

得

類

四

、

衣

食

住

に

閥

均

聞

の

小

貰

す
る
多
種
類

商
品
。
小
買

業

'

百
貨
席
の
定
義

業商す衣
品 る 食
の多住

小穏に
貰類開

業博Iす衣
品る食
。多f主
小樽に
貰類閲

百
貨
官
商
業
組
合

(
統
制
規
程
)

一
、
同
一
管
業
所

二
、
命
令
の
定
む

る
貰
場
荷
積

=
一
、
同
使
用
人

回
、
衣
食
住
に
闘

す
る
多
額
類

商
品
。
小
買

業

之
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
〈
、
諸
法
案
に
お
け
る
百
貨
庖
の
定
義
は
必
中
し
も
一
致
し
な
い
が
、
併
し
そ
の

百
貨
庖
法
。
制
定

第
四
十
三
巻

''" 

第
六
競

七

以
内
い

V

A

R
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百
貨
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セ

第
六
鋭

八
=
一
回

蹄
一
す
る
所
は
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
た
Y

問
題
は
、
山
買
場
面
積
に
よ
る
か
叫
営
業
所
面
積
に
よ
る
か
、
閉
そ
れ

と
共
に
使
用
人
数
少
一
も
規
定
す
る
か
否
か
、
明
命
令
に
委
任
さ
れ
た
忍
面
積
及
び
人
載
を
如
何
に
規
定
す
る
か
に

あ
る
。
吾
々
は
頁
場
面
積
よ
り
も
管
業
所
面
積
を
採
り
、
使
用
人
歎
の
規
定
を
必
要
と
せ
や
、
命
令
規
定
の
面
積

合
六
大
都
市
は
一
千
坪
以
上
、
そ
の
他
は
五
百
坪
以
上
と
す
べ
訟
で
な
い
か
と
凪
ふ
。
そ
の
理
由
は
紙
面
白
都
令

に
よ
h
ノ
省
略
す
る
。

4
4
k
F
a
-
-
h
'
3
J
r
r
H
H
e
 

こ
F
h却
さ
哨
目
当
H
止
山

J
置、、

百
貨
庖
管
業
を
従
来
の
如
〈
自
由
従
業
と
せ
や
、
許
可
制
・
免
許
制
・
認
可
制
の
何
れ
か
じ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
前
掲
諸
法
案
の
一
致
す
る
所
で
あ
り
、
百
貨
府
側
も
認
h
u

る
所
で
あ
る
。
東
京
商
議
案
の
如
く
禁
止
制
を
採
る

こ
と
は
固
よ
り
極
端
で
め
っ
て
賛
成
で
き
な
い
。
法
理
上
は
許
可
か
免
許
か
認
可
か
議
論
の
存
す
る
所
で
あ
ら
う

が
、
法
案
は
百
貨
応
営
業
の
一
般
的
禁
止
を
前
提
と
す
る
も
の
で
も
な
〈
、

一
般
的
自
由
の
前
提
を
制
限
せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
五
日
'
伊
は
免
許
制
を
摘
声
岡
田
と
考
へ
る
。

一
般
に
は
百
貨
応
の
免
許
制
を
も
っ
て
貫
質
的
に
は
寧
ろ
禁
止
制
に
近
く
な
名
も
の
か
の
如
く
考
へ
易
い
が
、

苔
々
は
貫
質
的
に
も
菟
許
制
で
な
け
れ
ば
な
ら
中
、
時
に
必
要
め
る
場
合
に
は
寧
ろ
持
決
闘
し
て
然
る
べ
き
場
合
も

あ
り
得
る
と
思
ふ
。
少
〈
ー
と
も
そ
の
時
そ
の
所
の
客
観
的
根
擦
に
基
い
て
、
新
規
開
業
の
必
要
性
如
何
ぞ
判
断
し

之
に
よ
っ
て
申
請
に
劃
す
る
免
許
の
如
何
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ぞ
の
免
め
に
は
免
許
制
に
随
件
す
る
審
議
機

闘
に
つ
き
慎
重
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

小林八百吉氏、百貨底法反事I庫明書 p.18 



審
議
機
闘
に
闘
す
右
提
案
は
、
前
掲
諸
法
案
の
う
ち
閲
民
間
盟
案
と
小
貫
庖
聯
盟
案
と
に
出
て
ゐ
る
。
前
者
は

『
主
務
大
臣
百
貨
応
管
業
免
許
ノ
申
請
ヲ
受
ク

Y
時
A

常
事
者
ノ
請
求
ノ
有
無
ニ
拘
-
ア
ス
百
貨
庖
開
設
諮
問
委
員

命
日
ヲ
開
設
ジ
共
ノ
答
申
ヲ
求
ム

Y

コ
ト
ヲ
得
、
百
貨
庖
開
設
諮
問
委
員
合
同
一
一
閲

λ
y
事
項
』
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定

ム
』
と
あ
り
、
後
者
は
『
百
貨
庖
ノ
免
許
一
一
蛍
Y
4プ
山
主
務
大
臣
』
特
定
ノ
審
議
機
関
ノ
審
議
ノ
結
果
ヲ
参
酌
λ

戸
コ
ト
ヲ
得
、
特
定
ノ
審
議
機
関
ノ
構
成
山
地
区
管
業
者
ノ
代
表
者
、
同
業
組
合
/
代
表
者
、
所
管
公
吏
ヨ
リ
成

W

』
と
な
っ
て
ゐ
る
。
前
者
の
諮
問
委
員
舎
の
構
成
は
命
令
事
項
と
な
っ
て
明
ら
か
で
な
い
が
、
後
者
の
審
議
機

闘
の
構
成
は
、
五
口
'
干
の
立
場
か
ら
は
賛
成
し
難
い
。
こ
の
種
の
諮
問
機
闘
に
は
直
接
の
利
害
閣
係
者
伝
閥
興
せ
し

り
ぺ
習
で
な
い
と
川
一
一
口
ふ
築
者
以
来
の
主
張
は
、
む
一
r
ト
正
し
山
河
用
主
主
ベ
当
】
で
あ
っ
て
.

l

f
弘

E

t

-

-
D
H
L「
勿
ち
士
、

2
『
司
ど

JJztU
山
川
一

ρ
一

t

〈
4
4
ノ
t
i
t
h
-
-
A
'
1
1
J
4
S
1〈

岡
興
せ
し
め
町
ぎ
る
と
同
時
に
、
小
貫
庖
側
ま
た
は
そ
の
利
益
代
表
機
闘
を
も
包
含
せ
し
め
守
、
純
然
た
ろ
第
三
者

の
地
位
に
あ
る
者
を
以
っ
て
構
成
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
貫
情
を
調
査
す
る
必
要
あ
る
場
合
に
は
、
利
害
関
係
者

T
出
頭
せ
し
め
て
事
情
を
聴
取
す
る
必
要
は
め
る
か
も
如
れ
ぬ
が
、
裁
定
ま
た
は
議
決
に
利
害
関
係
者
ぞ
参
加
せ

しれ
U

べ
き
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
此
の
場
合
は
百
貨
底
ま
た
は
小
責
庄
は
直
接
の
利
害
闘
係
者
と
し
て
、
-
一
日
は

Y
被
告
の
地
位
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
替
業
疎
張
の
免
許
制

一
に
ん
替
業
免
許
を
受
け
た
る
百
貨
圧
が
、
何
ら
か
の
形
に
お
い
て
替
業
破
張
を
な
さ
ん
止
す
石
場
合
、
即
ち

庄
舗
・
買
場
の
新
設
・
競
張
・
移
轄
を
な
し
、
ま
行
は
新
た
に
支
庖
・
出
張
所
そ
の
他
の
替
業
所
を
設
け
ん
と
す
る
場

百
貨
底
法
の
制
定
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第
六
抗
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rm 

会
に
は
之
ぞ
如
何
に
す
べ
き
か
、
前
掲
の
東
京
賀
聯
案
は
是
等
す
べ
て
の
場
合
の
村
山
業
隣
張
を
会
〈
禁
止
せ
ん
と

、、

し
、
百
貨
庖
商
業
組
合
の
現
行
規
程
で
は
だ
け
〉
文
庖
の
新
設
の
み
ぞ
禁
止
し
、
ぞ
の
他
の
詰
案
で
は
控
業
免
許
制

、、

に
劃
し
て
替
業
燐
張
は
認
可
制
を
採
ら
ん
と
す
る
も
の
が
多
い
。
併
し
乍
ら
応
舗
の
新
設
。
憤
張
は
貿
質
上
は
新

骨
業
の
創
設
と
同
じ
志
昧
を
有
し
、
殊
に
女
厄
め
新
設
の
如
き
は
そ
の
士
地
よ
り
見
れ
は
新
規
開
業
に
等
し
い
の

で
あ
る
か
ら
、

M
W
業
免
許
制
む
副
り
る
以
上
は
も
之

'g
も
免
許
制
と
せ
ね
ば
不
合
間
で
あ
る
。
利
一
し
資
坊
は
季
節

じ
よ
り
時
に
よ
り
仲
柿
し
科
る
も
の
で
あ
る
か
ら

u

之
は
京
場
日
外
の
部
分
を
も
ん
ソ
ト
め
一
土
骨
業
所
と
せ
ね
ば
な

L

ぬ
。
印
ち
百
貨
唐
が
そ
の
管
業
所
を
新
設
・
横
張
し
、
ま
た
は
支
庖
・
出
張
所
等
な
新
設
せ
ん
と
す
る
場
合
は
、
之

を
免
許
制
と
す
ぺ
き
で
な
い
か
と
忠
は
れ
る
。
そ
の
理
由
は
前
述
の
管
業
免
許
制
の
場
合
と
同
様
で
あ

F

る
。
免
許

制
の
結
果
は
、
客
観
的
根
擦
の
如
何
に
よ
り
、
或
る
時
・
或
る
所
に
は
許
さ
れ
や
、
他
の
時
・
他
の
所
に
は
許
き
る

〉
こ
と
う
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
審
議
機
闘
の
必
要
な
ら
び
に
共
の
構
成
に
就
て
も
前
越
の
場
合
に
準
じ
て
考
慮
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

七
、
批
判
お
よ
び
修
正
ー
ー
そ
の
こ

百
貨
庇
商
業
の
開
設
な
ら
び
に
蹟
張
に
劃
す
る
統
制
規
定
は
、
大
時
以
上
に
論
や
る
所
を
以
つ

τ足
り
る
事
と

考
へ
る
が
、
次
「
山
崎
題
と
な
る
は
、
百
貨
~
胞
の
柚
営
業
そ
の
も
の
に
劃
す
る
統
制
規
定
で
あ
る
。
之
に
も
ま
た
種
や

の
問
題
が
あ
る
。
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於
て
も

中
間
・
九
州
地
方
の
腕
内
出
張
を
除
い
て
は
、

禁
止
さ
れ
つ
、

あ
る
所
で
あ
る
。
前
掲
の
諸
法
案
で
も
、
闘
民
同
盟
定
と
・
削
工
営
局
案
で
は
認
可
制
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
他

の
諸
山
奈
は
総
て
禁
止
制
を
採
っ
て
ゐ
る
。
之
は
恐
ら
〈
禁
止
制
を
然
る
べ
し
と
考
へ
る
。
百
貨
応
側
の
利
害
関
係

よ
り
見
る
ち
禁
止
を
政
迎
す
べ
し
と
瓜
は
る
〉
理
由
は
ゐ
る
。
そ
れ
に
色
拘
ら
や
数
年
前
ま
で
之
が
会
園
的
に
盛

行
し
た
の
は
、
主
と
し
て
町
民
・
川
相
互
聞
の
競
φ
の
結
果
で
あ
っ
-
h
-
o

こ
の
貼
に
住
泣
す
べ
き
一
般
的
の
問
題
が

横
た
は
る
わ
け
で
、

一
定
の
配
給
機
闘
の
枇
合
機
能
よ
り
見
て
不
へ
H

理
な
一
担
絡
を
な
し
て
ば
、
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な
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
相
互
の
競
争
上
こ
れ
を
舗
け
ね
ば
な
ら
ぬ
・
1

と
言
ふ
が
如
き
事
例
は
、
他
に
も
ま
だ
存
定

す
る
筈
で
あ
る
o

経
糟
統
制
法
a
と
し
て
の
百
貨
成
法
の
目
標
は
、
貨
に
こ
の
貼
の
一
矯
正
に
あ
る
も
の
と
言
へ
る
。

た
J
3

出
張
版
寅
の
禁
止
に
関
聯
し
て
問
題
と
な
る
は
、
謂
は
ゆ
る
外
資
を
知
何
に
す
ぺ
き
か
に
あ
る
。
公
閥
的

の
出
張
販
買
は
禁
止
す
る
と
し
て
色
、
得
意
廻
り
ま
た
は
行
商
の
形
に
於
て
行
は
る
う
外
資
を
も
禁
止
す
ぺ
き
か

否
h
r
J

理
論
的
に
は
こ
の
種
の
不
合
浬
な
る
配
給
形
態
を
改
善
す
る
立
味
に
於
て
、
取
締
の
方
法
き
へ
つ
け
ば
之

を
禁
止
し
て
差
支
な
い
か
と
忠
は
れ
る
。
た
Y

こ
の
場
合
に
も
例
へ
ば
結
婚
制
度
口
叩
の
註
文
を
受
け
て
謹
拝
日
開
を

持
参
す
る
が
知
き
は
差
文
な
い
。
行
商
の
形
態
に
お
い
て
個
冷
の
得
意
先

T
碑
今
と
外
賓
し
て
廻
る
が
知
き
は
、

近
代
的
大
規
模
超
管
の
百
貨
庖
と
し
て
は
寧
ろ
避
〈
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
。
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二
廉
債
版
貰
の
禁
止

廉
偵
販
貰
ま
た
は
不
皆
廉
買
と
は
、
極
構
的
に
は
生
産
費
ま
た
は
仕
入
偵
格
以
下
の
憤
格
を
も
っ
て
す
る
版
京

で
み
の
る
。
か
く
の
如
き
損
失
版
買
は
、
替
利
企
業
と
雨
立
し
う
る
筈
は
な
い
か
ら
、

一
般
的
な
販
寅
方
法
と
し
て

之
が
採
用
さ
れ
ゴ
る
こ
と
は
一
一
一
同
ふ
土
で
も
な
い
が
、
併
し
特
殊
的
な
飯
克
方
法
と
し
て
、
郎
ち
一
定
の
時
間
と
一

-
ば
の
一
技
法
と
伝
限
り
て
、
調
は
ゆ
る
同
政
策
と
し
て
康
俊
版
貰
念
行
ふ
こ
と
は
、
多
，
f

、
の
百
貨
咋
悼
の
常
套
手
段
?
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偵
格
そ
の
も
の
を
特
別
に
低
下
せ
し
め
て
廉
償
販
買
を
な
す
こ
と
も
多
い
が
、
併
し
こ
の
場
合
で
も
普
通
の
仕
入

債
格
よ
り
み
れ
ば
、
そ
れ
以
下
の
販
頁
で
あ
る
I

主
一
一
一
日
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
普
通
の
小
寅
応
に
あ
っ
て
は
謂
は
ゆ

る
合
理
的
の
廉
償
販
買
す
な
は
ち
棚
晒
し
口
聞
の
投
寅
り
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
百
貨
厄
弔
し
は
そ
の
仕
入

方
法
の
闘
係
か
ら
、
か
〉
忍
必
要
は
殆
ん
ど
少
い
か
ら
、
結
局
百
貨
応
の
行
ふ
廉
債
販
責
は
不
合
理
な
販
貰
方
法
で

ゐ
る
と
ヨ
一
ロ
ふ
こ
と
〉
な
る
。
ま
た
現
に
百
貨
府
商
業
組
合
で
も
、

こ
の
種
の
廉
償
販
貨
は
之
を
行
は
ま
る
こ
と
に

申
合
せ
て
ゐ
る
o

そ
れ
故
に
百
貨
応
訟
に
於
て
も
嘗
然
に
之
を
禁
止
す
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
た
い
〉
こ
の
禁
止
は

商
品
の
数
量
と
販
責
の
時
間
と
や
}
限
り
て
行
ふ
困
政
策
に
の
み
適
用
さ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
普
通
の
一
般
的
割
引

例
へ
ば
記
念
買
出
し
の
如
き
ま
で
禁
止
を
加
ふ
べ
き
理
由
は
な
か
ら
う
と
考
へ
る
。

三
販
買
商
品
の
制
限

百
貨
庖
の
販
買
す
る
商
品
の
上
に
、
何
等
か
の
制
限
を
加
へ
ん
と
す
る
案
は
、
従
来
二
つ
の
形
に
於
て
現
は
れ



て
ゐ
る
。
刊
は
少
額
商
品
の
版
責
を
禁
止
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
前
掲
昭
和
九
年
二
月
民
政
黛
よ
り
提
案
せ
ら
れ

た
る
『
百
貨
底
の
小
資
制
限
に
闘
す
る
法
律
案
』
で
は
、
『
百
貨
庖
は
金
額
五
十
銭
以
下
の
商
品
の
販
責
佐
錯
す
こ

と
や
}
得
十
』
と
い
ふ
の
が
あ
っ
た
。
山

t

は
特
定
種
類
の
商
品
に
限
り
、
百
貨
庖
の
版
頁
を
禁
止
せ
ん
と
す
る
案
で

あ
っ
て
、
前
掲
昭
和
十
年
五
月
の
東
京
官
聯
案
で
は
、
生
鮮
食
料
品
及
び
燃
料
の
版
資
を
禁
止
せ
ん
と
す
る
一
項

が
あ
る
。
前
者
の
少
額
商
品
禁
止
案
は
恐
ら
〈
小
頁
庖
救
稗
策
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
る
色
の
で
あ
ら
う
が
、
徒
ら

に
消
費
者
の
不
便
を
増
し
、

均
一
連
釦
山
ぞ
勃
興
せ
し
h
u

る
に
過
ぎ
な
い
?
と
思
は
れ
る
か
ら
、

百
貨
出
法
案
の
中
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，
寸
法

奈
の
知
、
去
、
生
鮮
食
料
品
お
よ
び
米
・
味
噌
・
醤
油
・
薪
茨
の
如
き
日
常
生
活
口
問
の
如
き
は
、

百
貨
庖
固
有
の
販
寅
商

口
叩
で
は
な

t
.
他
の
小
貰
配
給
機
闘
例
へ
ば
小
貞
庄
・
小
賀
市
場
・
行
商
・
消
費
組
合
等
に
よ
っ
て
、
よ
り
合
理
的
な

配
給
が
行
は
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
是
等
の
商
品
は
、
百
貨
応
ド
ド
於
て
も
他
庖
と
の
競
争
上
か
ら
取

扱
つ
て
は
ゐ

3
色
の
〉
決
し
て
有
利
な
商
品
で
は
な
く
、
従
っ
て
百
貨
庇
経
符
上
よ
り
は
さ
し
た
る
重
要
性
を
有

す
る
も
の
で
は
な
い
っ
例
へ
ば
生
鮮
食
料
品
営
責
ら

F
る
場
合
の
影
響
に
つ
き
調
査
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
寅
上
高

減
少
率
五
%
未
満
の
も
の
が
大
多
数
で
あ
る
。
五
日
今
ば
枇
合
会
瞳
の
配
給
組
織
を
合
理
化
せ
し
め
、
そ
れ
ん
¥
の

配
給
機
闘
を
し
て
そ
の
敢
色
埴
常
せ
る
枇
命
日
的
機
能
を
へ
打
開
的
に
殺
揮
せ
し
む
る
と
い
ふ
立
場
よ
引
、
生
鮮
食
料

は
叩
お
よ
♂
日
常
生
活
口
叩
(
米
・
味
噌
・
醤
油
・
薪
炭
)
の
百
貨
庖
販
買
を
制
限
す
る
案
に
つ
き
考
慮
す
る
必
要
が
め
る

百
貨
底
法
の
制
定
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七
月、

と
思
ふ
色
の
で
あ
る
。

四
過
嘗
奉
仕
の
禁
止

v
J
a

‘、!
無
料
配
達
匝
域
を
無
制
限
仁
横
張
し
、
一
父
遁
便
宜
を
無
償
に
提
供
す
る
が
如
主
】
過
賞
奉
仕
は
、
百
貨
応
側
に
と

つ
で
も
負
捨
で
あ
り
、
小
貫
応
へ
の
打
撃
が
}
強
化
し
、
消
費
者
に
は
便
宜
の
捺
で
も
結
局
は
轄
肱
せ
ら
れ
、
ま
に

「枇ん
W
九
百
悼
の
配
給
h
V
L

介
開
化
す
る
所
以
で
も
な
い
か
ら
、

H
b
仙
寺
は
寧
ろ
林
一
ι
止
缶
飲
…
る
べ

L
K
寸一品。

玉
帥
卸
業
時
間
耐
・
休
業
制
・
休
日
制

百
貨
庇
の
如
き
資
本
主
義
的
大
規
模
大
経
管
に
劃
し
て
は
、
近
世
的
の
枇
労
働
保
護
政
策
を
趨
用
し
て
差
支
な
き

も
の
で
あ
る
か
ら
、
骨
業
時
間
'
炉
二
日
十
時
間
に
制
限
し
、
閉
応
休
業
を
一
ヶ
月
三
岡
(
地
方
は
営
分
一
同
以
上
)

と
し
、
底
員
休
日
一
ヶ
月
一
二
回
以
上
と
す
べ
き
こ
と
は
嘗
然
と
考
へ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
是
等
は
百
貨
応
法
に
接

る
よ
り
も
、
寧
ろ
商
庖
法
に
よ
っ
て
規
定

3
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
商
応
法
が
急
速
に
制
定
さ
れ
な
い
な

ら
ば
、
官
分
は
百
貨
庖
訟
に
て
規
定
し
て
差
支
な
い
も
の
と
考
へ
る
。

六
同
業
組
合
・
公
益
命
令
・
報
汗
検
査
等

百
貨
庇
商
業
組
合
に
加
入
す
る
場
合
に
は
、
同
業
組
合
へ
の
加
入
を
掛
制
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
他
の
場
合

に
は
同
業
組
合
に
加
入
す
る
を
合
理
的
と
す
る
。
単
に
百
貨
、
庄
の
不
便
の
故
を
以
っ
て
之
を
免
責
す
る
根
擦
は
な

ぃ
。
に
Y

し
同
莱
組
合
の
債
格
統
制
は
一
種
の
小
寅
カ
Y
-
7
u
p
債
格
を
成
立
せ
し
む
る
か
ら
、

一
般
的
に
は
許
き

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
。



百
貨
庖
の
管
業
方
誌
が
公
益
に
反
し
又
は
闘
係
業
者
の
公
正
な
る
利
盆
を
害
す
る
と
き
は
、
必
要
な
る
命
令
(
公

議
命
令
)
密
殺
し
得
る
規
定
を
要
す
る
こ
と
は
一

J

一
日
ふ
ま
で
色
な
い
。
ま
た
必
要
と
認
か
る
時
は
、
百
貨
庄
の
替
業

日
航
態
お
よ
び
財
産
扶
態
の
報
ル
討
を
な
さ
し
め
、

又
は
是
等
を
検
査
し
得
る
こ
と
も
、
官
黙
に
必
要
と
せ
ら
る
冶
規

定
で
あ
り
、
且
つ
以
上
の
規
定
を
遵
奉
せ
し
む
る
た
め
に
必
要
な
る
罰
則
の
規
定
を
要
す
る
こ
と
も
勿
論
で
あ
る

一
か
、
是
等
に
つ
き
詳
論
す
る
こ
と
は
蕊
で
は
省
略
す
る
。

八
、
結
論

l
要
綱
試
案

T
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h
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f
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司
「

3
止
引
ρ
-

ょ
f
二

百

)
U

l
1
J
I川
J
J
b
J
L
-
J
J，一

-
z
j
l
(

、1
4
=
J
y
k
芽
d
v
J
t
4
t
4ヲ
2

1

J

I

4

E

i

3
1
'
r
h
J
市

4
'ヨ
〈

E
t
t
n
n
w
中
l
捗

」

E
J
/
L
V
ト
t

，
F
4
3
-
J
4
4
p
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小
資

J

泊

lw袖
附
斤
い

た
め
に
百
貨
底
全
廃
迅
ぜ
ん
と
す
る
色
の
で
も
な
く
、
百
貨
庇
擁
護
の
め
た
に
大
資
本
の
濁
占
的
管
利
佐
保
誼
せ

ん
と
す
る
も
の
で
も
な
〈
、
ま
た
消
費
者
利
盆
の
翁
に
会
瞳
と
し
て
の
闘
民
経
梼
含
犠
牲
に
供
せ
ん
と
す
る
も
の

で
4
b
な
い
。
吾
今
一
か
百
貨
市
訟
の
制
定
を
必
要
と
す
る
所
以
は
、
闘
民
生
活
全
惜
の
一
珊
枇
の
七
め
に
、

一
躍
と
し

て
の
岡
民
経
持
を
構
成
す
る
総
て
の
機
闘
を
し
て
、
そ
の
各
A

干
の
有
す
る
枇
合
的
機
能
を
合
開
的
に
薮
揮
せ
し
め

ん
と
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
卸
ち
百
貨
山
地
法
は
百
貨
底
麿
迫
法
で
も
な
く
百
貨
庖
擁
護
法
で
も
な
く
、
之
を
合
理

的
に
統
制
せ
ん
と
す
る
経
済
統
制
法
の
一
種
で
あ
る
。
今
日
の
段
階
で
は
消
費
者
利
益
の
た
め
に
色
、
最
早
自
然

放
任
の
自
由
競
争
は
許
さ
れ
得
な
い
。
況
ん
や
杢
躍
と
し
て
の
閤
民
経
掛
と
岡
民
生
活
の
向
上
の
矯
め
に
は
、
何

ら
か
の
形
に
於
り
る
統
制
経
済
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
放
任
経
済
か
ら
統
制
経
稗
へ
と
い
ふ
此
の
一
一
世

百
貨
応
法
。
制
定

第四十一一一容
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制
定

第
四
十
コ
一
巻

へ
四

第
六
務

J、
O 

的
傾
向
の
線
に
沿
っ
て
、
百
貨
庖
法
も
ま
た
時
代
の
要
求
に
従
っ
て
生
れ
出
で
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思

ふ。
こ
の
見
地
に
お
い
て
吾
々
は
諸
法
案
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
の
批
判
お
よ
び
修
正
営
試
み
七
わ
け
で
あ
る
。

L 、

ま
論
述
し
来
れ
る
所
に
従
っ
て
、
主
要
な
諸
鮎
い
い
閲
す
る
法
案
要
綱
と
も
告
一
日
ふ
べ
き
も
の
を
試
み
に
示
せ
ば
次
の

ま日
(...-訓) < 
百な
f七~
[~-=Jと，

Eio 
t刀

定
i議

、
、
、
、
、

湖
一
何
世
帯
同
に
於
て
命
令
の
定
h
u

る
待
出
釈
明
闘
世
相
ヤ
し
旬
し
、

氏
食
住
に
淵
闘
す
る
多
種
岡
有

d

1

;

ど

l

口
叩
の
小
頁
'T
持
む
も
の
を
百
貨
底
業
者
と
す
る
の

(
六
大
都
市
に
於
て
は
一
千
坪
以
上
、
そ
の
他
ド
於
て
は
五
百

坪
以
上
)

に
管
業
兎
許
、
百
貨
庖
業
や
-
骨
ま
ん
と
す
る
者
は
、
主
務
大
臣
の
菟
許
を
受
く
る
こ
と
を
要
す
る
。

同
一
審
議
機
関
、
百
貨
庇
業
の
克
許
申
請
に
劃
し
て
は
、
命
令
の
定
な
る
審
議
機
闘
の
議
を
艇
て
裁
決
す
る
も
の

'
と
す
る
。
(
審
議
機
闘
に
は
利
得
闘
係
者
を
参
加
せ
し
め
示
、
公
正
な
る
第
三
者
を
以
っ
て
構
成
す
る
0
)

個
管
業
一
懐
張
、
庖
舗
・
待
業
所
・
支
底
・
出
張
所
等
の
新
設
・
横
張
に
劃
し
で
も
菟
h
r
?
要
す
る
も
の
と
す
る
o

争

、
、
、

議
機
関
の
議
を
要
す
る
こ
と
前
項
に
同
じ
。

ぼ
出
張
販
買
、
公
開
の
出
張
販
貰
お
よ
び
行
商
形
態
の
外
責
を
禁
止
す
る
。
顧
客
の
註
文
に
よ
り
選
樺
口
叩
を
外

買
す
る
は
こ
の
限
り
に
あ
ら
や
。

伏
廉
憤
販
買
、
時
間
と
取
量
と
や
}
限
る
廉
買
は
禁
止
す
る
c

但
し
一
般
的
に
行
ふ
割
引
販
買
は
‘
こ
め
-
限
り
に



あ
ら
十
o

uu
特
殊
商
品
、
生
魚
・
議
菜
等
の
生
鮮
食
料
品
お
よ
び
米
・
味
噌
・
鍔
油
・
薪
茨
の
如
き
日
常
生
活
品
の
版
寅
を
禁

止
す
る
。
但
し
特
殊
商
品
の
種
類
は
命
令
を
も
っ
て
規
定
す
る
。

川
過
常
奉
仕
、
無
料
配
達
匡
域
の
嬢
張
・
無
料
交
通
利
便
の
提
供
を
禁
止
す
る
。

い
川
管
業
時
問
、
休
業
制
・
休
日
制
は
商
庖
法
の
成
立
な
き
場
合
に
は
百
貨
底
法
に
規
定
す
る
。
十
時
間
管
業
・
一
二

日
以
上
の
休
業
休
日
制
を
原
悶
と
す
芯

O

訪
同
業
組
合
へ
の
加
入
は
、
百
貨
庄
内
業
組
合
に
加
入
せ
ゴ
ろ
場
合
に
限
り
命
令
し
得
る
。
但
し
こ
の
場
介
J
U

河
業
調
合
の
h

資
格
協
定
p
f
一
禁
止

T
品。

コ
公
盆
命
令
お
よ
び
報
背
検
査
を
規
定
し
、
且
つ
壇
賞
な
る
罰
則
規
定
を
必
要
と
す
る
。

百
貨
脂
法
の
制
定

第
四
十
三
巻

iI.. 
四
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